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概　　要

インターネットを用いた情報発信の重要性は以前と比べて格段に向上した．中で

もウェブは非常に重要な存在である．そのため，ウェブページの充実の度合によって

大学の評価がなされるといっても過言ではない．そういった意味では，本学の従来の

ウェブページは必ずしも十分なものとはいえなかったため，新たなページを作成する

こととなった．

本論文では，新しい大学ウェブページを作成するにあたり考慮した点，及び管理の

効率化のために行った技術的な工夫について述べる．

1 はじめに

本学のウェブページが公開されてから 5年近くになる．当初は非常に簡単なもので
あり，学部紹介など最低限の情報のみを掲載していた．しかし，インターネットを用

いた情報発信の重要性が高まるにつれ，他大学のウェブページに比べて見劣りしてい

ることは明らかであった．今さら言うまでもないが，ウェブを利用した情報発信は費

用がほとんどかからない1という特徴を持つが，情報がない，魅力がない，長期間更

新されないという状態では閲覧者が減ることは確実である．

このような状況から齋藤前学長の強い意向もあり，新しい大学ウェブページを作成

することとなった．昨年度に臨時委員会が数回開かれ，どのようなページデザインが

よいか，どのような情報が掲載されているべきかなどの検討を行った．その際に議論

されたことをまとめると以下のようになる．

• ウェブページの閲覧者は，受験生，学生及び保護者が中心と考えられる．
• 受験生向けの専用ページを用意した方がよい．
• 掲載する情報は，入試に関するもの，学部・学科の紹介，取得できる免許・資
格などを中心とする．

1ただし，ウェブページの作成を外注する場合は相当の費用がかかる．例えば，リンクを 1つ埋めこむ
だけでも数百円程度が必要であり，サイト全体のページを作成するとなると数百万円ということも珍しく
ない．
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• 生涯学習学科があるのだから，一般向けに生涯学習に関する話題を雑誌のよう
に定期的に提供する．

• 将来的には，シラバスや教員の業績なども掲載すべきである．
• データの入力は，パンフレットなど印刷物のデータを用いて省力化を図る．
• 実際のページ作成は，出口，久保が中心となって行う．

これらすべてを直ちに実現することは困難であるため，閲覧者として受験生を念頭に

置き，入試情報，学部・学科紹介，免許・資格などの情報を優先して充実させること

となった．

2 ページ作成の留意点及び問題点

まず，他大学のウェブページを調べ，ページ作成にあたり以下のような留意すべき

点を洗い出した．

統一されたページデザインを採用する 他大学では，学部ごとにウェブページを作成

していることが多く，ページデザインが統一されていないことが多い．特に，規

模の大きな大学では顕著である．このため，閲覧者は他学部のページに移動す

ると戸惑うことになる．

どのページを見ているか分かる どこのページを見ているか分かりにくい大学が多かっ

たので，Yahoo! Japan [1]のようなページ階層を示すものが必要だと感じた．

メニューによりスムーズに移動できる メニューを表示することで項目間の移動がス

ムーズに行える．利用しやすいと感じた他大学のページでは，ページの左右ど

ちらかにメニューが表示されている．

画像等を使用する際は注意する 画像等のデータは大きいため，低速ネットワーク (モ
デム等による接続)を利用している場合は表示の完了までに時間がかかり，閲
覧者にとって利用しにくいページとなってしまう．このため，画像等の使用は

必要最小限に絞りこむこととした．実際，受験生のほとんどは学校のパソコン

を利用して本学のページを閲覧していると考えられる．多くの学校がダイアル

アップ接続を利用している現状では，画像等を絞りこんで利用するのは重要な

要素といえるだろう．

この他にも，次に挙げるような問題点がある．

ウェブブラウザの問題 「このページは Internet Explorer 5以上でご覧ください」な
どと書かれているページがあるが，これでは古いパソコンや，Internet Explorer
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以外のウェブブラウザを使っている場合にページの参照を否定しているような

ものである．大学のウェブページの性質から考えると，誰でもページを閲覧で

きるようにしておかなければならない．

フレームの問題 メニューを表示する方法として，画面を分割して使う「フレーム」を

使用しているページが多い．フレームを使うことの一番の弊害は，検索エンジ

ンによりフレーム内のページに直接アクセスした場合，閲覧者がどのページを

見ているのか分からず困惑することである．他にも，フレーム非対応のウェブ

ブラウザが存在する，複数のファイルを呼び出してレンダリングを行うため表

示が遅い，フレームを嫌う閲覧者がいるなどという問題もある．また，HTML
の標準化を推進しているWorld Wide Web Consortium (W3C) [2]もフレーム
の使用を推奨していない．

表 (テーブル)の問題 フレームとも関連するが，メニューを表示するため，あるいは

レイアウトのためにテーブルを用いているページは非常に多い．しかし，テー

ブルはレンダリングに時間がかかる，ウェブブラウザによっては表示できない

などというフレーム同様の欠点を持っている．W3Cもレイアウトのためのテー
ブル使用を推奨していない．それに加えて，テーブルはソースの可読性が非常

に悪いため，後々の修正が困難である．このためテーブルを用いてページデザ

インをすることは得策ではない．

3 ページ作成の方針

前述の問題点を解決するため，以下のように方針を決めてページ作成を行うことと

した．

HTML 4.01 Strictに準拠する HTML 4.01 Strict [3, 4]は，W3Cが推奨するHTML
の規格である．代表的なウェブブラウザである，Internet Explorer [5], Netscape
[6], Mozilla [7], Opera [8]などは，HTML 4.01 Strictに対応している．また，対
応していないウェブブラウザでも問題の発生は最小に抑えられる．なお，HTML
4.01 Strictでは，フレームを使用してはならない2ことになっている．

CSSでページデザインの調整を行う Cascading Style Sheets (CSS) [9]もW3Cが推
奨しているもので，フレームや表を利用しなくても，ページのレイアウトやデ

ザインの調整が簡単にできる．すべての HTMLファイルが，同一の CSSファ
イルを参照することで，ページデザインの統一が図れる．前述したウェブブラ

ウザは，ほぼCSSに対応している．CSSに対応していないウェブブラウザでは

2フレームは，HTML 4.01 Framesetで対応できるが使用は推奨されていない．
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レイアウトは異なるものの問題なく閲覧できる3．なお，実際のページ作成には

CSS Level2 [10, 11]を採用した．

SSIを利用する Server Side Includes (SSI) [12]を利用すると，各ページに共通する
部分の作成が容易になる．新しく作成する大学ウェブページも共通部分が多い

ので，SSIを利用し手間を減らすことにした．また，SSIは外部プログラムを
呼び出してページを動的に生成できる．ただし，サーバへの負荷が大きい，外

部プログラムを呼び出すためセキュリティの確保が難しいなどの問題点もある．

この問題点を解決するための方法については後述する．

他大学ウェブページに見られた問題点について考慮し，HTML 4.01 Strict + CSS
Level2 + SSIを用いて，図 1に示すようなページデザインとすることに決定した．比
較のために以前の大学ウェブページを図 2に示す．見て分かる通り，新しいページの
方が構成がわかりやすくなっている．また，新しいページの具体的な HTMLの論理
構造を図 3に示す．

4 ページ作成の技術的な話題

4.1 SSIによるリンク等の自動生成

ウェブページの作成・管理を行う場合，もっとも面倒なのはリンクを維持すること

である．例えば，ページ構成を変更する必要が生じた場合，各 HTMLファイルに記
述されているリンクを全て修正しなければならない．これを手作業でやっていては効

率が悪いだけでなく，見落としやタイプミスなどの問題を避けて通れない．特に，新

しく作成するウェブページでは，メニューなどにリンクを多用するため，この問題は

深刻である．

多くのウェブページでは JavaScriptなどを用いて解決しているようであるが，対
応していないウェブブラウザが存在すること，セキュリティ上の問題があることなど

により使用しない方が望ましいと判断した．

そこでメニューなどのリンクの自動生成に SSIを用いた．その際，ページ毎にメ
ニューを変化させ最適なものが表示される機能を盛り込んだ．仕組は以下のようなも

のである．

1. リンク，メニュー項目，タイトルなどを記述した以下のようなファイルを各ディ
レクトリに作成しておく．

3アクセスログを解析してみると，CSS非対応のウェブブラウザは少ないことが分かるので，CSS使用
による問題はほとんどないと考えられる．
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ファイルの内容ここから
<title abbr="大学">常葉学園大学</title>

<contents menu="on">

<file>index.html</file>

<file>semester.html</file>

<file>bridge.html</file>

<folder menu="off">license/</folder>

<folder menu="off">kentei/</folder>

<folder>edu/</folder>

<folder>foreign/</folder>

<folder>artdesign/</folder>

</contents>

ファイルの内容ここまで

2. 上記のファイルをもとに，ページ間のリンク関係などをあらかじめハッシュに
書き出しておく．

3. 作成する HTMLファイルは以下のようになる．ここで，<!--# · · ·の行が SSI
を利用してプログラムを呼び出す場所である．

HTMLファイルの内容ここから
<!--#include virtual="/includes/header.html" -->

<h2><a name="about">常葉学園大学の概要</a></h2>

<h3><a name="course">学部・学科構成</a></h3>

<ul>

<li><a href="edu/">教育学部</a>

<ul>

<li><a href="edu/training/">初等教育課程</a>

<li><a href="edu/lifelong/">生涯学習学科</a></li>

</ul></li>

(途中省略)

<dt><img src="/images/relation.gif" alt="【関連項目】"></dt>

<!--#exec cmd="$SSI_DIR/make_relation /summary/scale.html#scale

/exam/index.html" -->

</dl>

<!--#include virtual="/includes/footer.html" -->

HTMLファイルの内容ここまで

4. SSIによって呼び出されたプログラムが，ハッシュをもとにページのリンクな
どを自動的に生成する．
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このようにしてプログラムが生成したページを図 4に示す．なお，これらのプログラ
ムはプログラミング言語 Perl [13, 14]を使用して，主に久保が作成したものである．

4.2 CVSの採用

実際に作業を始めると，久保と出口の 2人が作業を行っているため競合が発生する
可能性が高い．そこで，このような競合の問題を解消するためにConcurrent Version
System (CVS) [15, 16]を導入した．CVSとは複数の開発者が関るプロジェクトを管
理するためのソフトウェアである．オープンソースソフトウェア [16]の開発にも用い
られ，世界中に散らばっている開発者が連携を取るのに使用している．CVSのメリッ
トを以下に列挙する．

• サーバ側にファイルの変更履歴が全て残っているため，ファイルを任意の時点
の状態まで戻せる．

• サーバからダウンロードしたファイルに対して修正を行うため，ファイルを誤っ
て消去したというような失敗をしてもサーバからデータを再取得すればよい．

• 自動的に競合する部分を探し出す機能を持っている．複数の人間が同じファイ
ルを修正した場合に上書きなどの心配がない．

CVSの導入により，2人でのページ作成がスムーズに行えるようになった．

4.3 ページの更新方法

前述した SSIの利用により，ページ作成の手間は大幅に減少した．しかし，実際に
公開するサーバで SSIを有効にすると，サーバへの負荷が大きい，セキュリティの確
保が難しいなどの問題が生じる．そこで，実際の公開サーバでは SSIを利用しないで
済むようにした．具体的には，以下のような処理を行っている．

1. SSIを有効にした作業用サーバを用意する．ページの追加や修正などは作業用
サーバで行う．

2. 作業用サーバで問題なく表示できることをウェブブラウザ等を用いて確認する．

3. 作業用サーバから wget [17]のようなダウンロードツールにより，実際に公開す
るページのデータを取得する．ダウンロード時に SSIによりページが自動生成
される．

4. ダウンロードしたページのデータを公開サーバに転送する．

このようにすると，公開サーバ上で SSIを有効にする必要は一切ないため，サーバへ
の負荷及びセキュリティの確保の問題が同時に解決できる．
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4.4 全文検索エンジンNamazu

全文検索エンジンとしてNamazu [18]を導入し，サイト内検索ができるようにした．
ところが，メニュー中の「教育学部」など，全ページに共通して現れるキーワードで

検索するとすべてのページでヒットしてしまう．これでは意味がないため，Namazu
のデータベース作成の際，メニューなどの共通部分を切り落とすように工夫した．具

体的には，共通する部分を特定のコメントで挟み，この部分を取り除くようにした．

これにより，検索によって適切なページのみを表示させられるようになった．

5 ウェブページの公開と今後の問題点

一通りウェブページが出来上がったのは 2002年 5月の終わり頃であった．その段階
で，学長，学部長，事務局の方々にページ内容について検討していただいた．検討結

果による修正を加えて，6月中旬から新しいウェブページを公開した．以後，必要な
情報があれば適宜掲載している．例えば，今年度の夏期語学研修で行われた内容の追

加や，クラブ活動報告などは公開後に付け加えたものである．なお，以下に過去 10ヶ
月のアクセス数のデータを示す．

2002年 10月 30884回 10月 27日現在までのアクセス数

9月 31806回

8月 33952回

7月 33875回

6月 29776回 6月 17日に新しいウェブページを公開

5月 26040回

4月 20768回

3月 17010回

2月 20691回 一般入試 (前期)

1月 15581回

表 1: ウェブページアクセス数の推移．なお，この回数はHTMLファイルのみの参照
数である．

5.1 運用上の問題点

しかし，ウェブページ作成者は，学内の情報を全て把握しているわけではないので，

実際には掲載すべきであると考えられるのにも関らず，掲載されていない情報も多数
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あると思われる．また，ウェブページ作成者だけでは，掲載してよい情報かどうかを

判断することが難しいものも多い．これは，「誰がどのように掲載する情報を判断し，

ウェブページ作成者に伝達するか」というシステムが出来上がっていないためである．

このため，以下のようなシステムが必要といえる．

• カテゴリーごとに追加・修正・削除する情報を決定する担当者を決める．学長，
学部長，学科長レベルが適当であると思われる．

• 担当者は定期的に追加・修正・削除する情報の有無をチェックする．
• 担当者は関係部署に連絡を取り，資料をまとめ，ウェブページ作成者に連絡する．

5.2 今後の課題

英語及びスペイン語ページの作成 本学は，外国語学部に英米語学科とスペイン語学

科を有しているので，英語とスペイン語ページの作成をすることは以前からの課

題であった．できるだけ早く作成を行いたい．ただし，入試情報など日本語ペー

ジ以外必要ないものもあるので，どの部分を翻訳するか検討する必要がある．

入試・受験生対象のページの充実 18歳人口の減少を考えると，受験生をターゲット
としたページの作成は重要である．今後，ますますインターネットを利用して

情報を収集し，志望大学を決める受験生が増えると予想される．実際，今年度

に入ってから電子メールによる入試問い合わせがウェブページ管理者宛に 10件
程度4あった．入試課宛に直接送られた電子メールもあるので，ウェブページの

効果がないといえる数ではないだろう．このように考えると，ウェブページ作

成者と入試委員会との連携が必要である．

シラバスの公開 シラバスの情報をウェブページで公開している大学も多い．

教員情報の公開 電子メールアドレスや個人ページへのリンク，業績紹介などを掲載

している大学も多い．どの程度の項目まで公開するのか検討したい．

個人情報の取り扱い 個人情報の取り扱いも注意せねばならない．不用意に学生の氏

名などを公開することは避けなければならない．しかし，表彰やスポーツなど

で成果を挙げた学生の氏名まで伏せるべきかは今後もっと検討しなければなら

ない．このためにも，ネットワーク運用のルールの作成が必要である．

プログラムの見直し SSIによる自動生成は成功しているが，多言語化を念頭に置く
と改良しなければならない部分が多々ある．今後も管理の効率化を進める必要

がある．

4紀要執筆時点までの件数．
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図 1: 新しい大学ウェブページのデザイン．ページ一番上に言語選択バー，ページ階
層表示バー，ページ左側にメニュー，右側に本文，ページ下部に作成者情報を配置し

た．メニュー部は開いているページが分かるよう背景色が変わる．このような機能は，

CSS + SSIを用いて実現している．
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図 2: 以前の大学ウェブページのデザイン．
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図 3: 大学ウェブページのHTMLの論理構造．DIVは CSSを効果的に使用するため
に用いている．
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図 4: 実際に入力した部分は四角で囲われた部分だけである．階層表示バー，左側の
メニュー，右側にある内容一覧などは全てプログラムにより自動的に生成されたもの

である．
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